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す。こうした関係は，家族が永遠の本質を
持つものであることを，常に思い起こさせ
てくれます。　

わたしは，少年時代には，祖父と特別な
関係にありました。わたしは家族の長男
でしたので，自分の家と祖父の家と二人の
おばの家のために，冬の間は通路の除雪
をし，夏の間は芝生の手入れをしたもので
した。祖父は，わたしが芝を刈っている
間，いつも玄関のポーチに座っていまし
た。わたしも芝を刈り終わると，玄関前の
ステップに腰を下ろし，祖父とおしゃべり
に興じたものでした。そうした時間はわた
しにとってかけがえのない思い出となって
います。

ある日のこと，わたしは祖父に，人生に
は実に数多くの選択肢があるので，どうし
たら自分がいつも正しいことをしているの
かどうか分かるのか尋ねたことがありま
す。祖父はいつものように，農場生活の体
験談を使って，答えてくれました。

祖父はわたしに，2 頭の馬を操
あやつ

るのに
は，馬をどのように調教したらよいか，教え
てくれました。祖父の説明によれば，馬
は，まず，だれが命令しているのかを知る
必要があります。馬を確実にコントロール
し，操るための鍵

かぎ

の一つは，馬の引き具と
くつわです。 2 頭のうちの1 頭でも，御

ぎょ

者
しゃ
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ペリー姉妹とわたしは長年毎週月
曜日の夜に家庭の夕べを開いて
きましたが，突然，その規模が

拡大することになりました。わたしの弟と
その娘，妻のバーバラの弟，それに姪

めい

とそ
の夫が，同じアパートに引っ越して来たの
です。わたしにとって，子供の頃を除い
て，自分の身内がこんなに近くに住むとい
う祝福にあずかるのは，初めての経験で
す。その当時，わたしの家族が住む同じ
区画の中に，母の親族が何人も住んでい
ました。ソニーおじいさんの家は北隣，エ
マおばさんの家は南隣，同じ区画の南側
にはジョセフィーンおばさんが住んでいま
したし，東側にはアルマおじさんが住んで
いました。

子供の頃，わたしたちは毎日のように自
分の親族と顔を合わせ，ともに働き，とも
に遊び，ともに訪ね合って時間を過ごしま
した。いたずらをするとあっという間に母
親の耳に入るという環境でした。現代の
世界はそれとは異なっています。大部分
の家族は散らばっています。たとえ比較
的近くに住むことがあったとしても，隣り
同士ということはほとんどありません。そ
れを考えると，自分の子供時代や現在の
状況は，愛する家族が互いに身近に住ん
でいて，ある意味で天国のように思えま

忠実さから
生まれる従順
従順とは最高の権威者である神の知恵や力を信じる信仰の現れ
にほかなりません。

めにいかなる犠牲……もいといません」
（トーマス・S・モンソン「聖なる神殿─
世界に輝くかがり火」『リアホナ』2011年
5月号，91）。　
英国の 2 ポンド硬貨の側面には「巨人

の肩の上に立って」と刻印されています。
わたしが偉大な開拓者の先祖のことを思
うとき，わたしたちは皆巨人の肩の上に
立っているのだと感じています。

この訓告はロバート・ハリスの手紙から
取られたものですが，わたしは無数の先祖
たちが同じメッセージを自分たちの子供や
孫たちに送っているはずだと確信していま
す。まず最初に，わたしたちは神殿で味
わった経験を忘れてはなりません。そし
て，神殿のゆえにわたしたち一人一人にも
たらされる約束と祝福を忘れてはならない
のです。 2 番目に，わたしたちは神の預言
者によって導かれていることを忘れてはな
りません。

わたしは証します。わたしたちは確かに
神の預言者によって導かれています。主
は，末日に預言者ジョセフ・スミスを通し
て主の教会を回復されました。そして，わ
たしたちはジョセフ・スミスからブリガム・
ヤング，そしてその後を引き継いだ大管長，
そしてわたしたちの現在の預言者トーマ
ス・S・モンソンへと途切れることなく続く
神の預言者によって導かれているのです。
わたしはモンソン大管長をよく知っており，
敬い，愛しています。わたしは彼が現在，
この地上における主の預言者であると証
します。

子供たちや孫たちとともに，わたしたち
が義にかなった自分たちの先祖の受け継
ぎを大切にするように心から願っていま
す。彼らは忠実なモルモンの開拓者とし
て，あらゆるものを喜んで犠牲の祭壇にさ
さげ，神のために立ち上がり，信仰を守っ
てきたのです。わたしたち一人一人が，先
祖が大切にしてきた信仰に忠実に生きるよ
うに祈ります。イエス・キリストの聖

きよ

く神
聖な御

み

名
な

により，アーメン。■
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に従う必要はないと思いこんだら，2 頭
一緒に引くことも，2 頭の力を最大現に引
き出すこともできません。

それでは，祖父がこのたとえを使ってわ
たしに教えようとしたことを吟味してみま
しょう。この 2 頭の馬を操る御者は誰で
しょうか。祖父はそれは主であると教えて
くれました。主が目的と計画をお持ちだか
らです。また，主はこの 2 頭にチームワー
クを教え，1 頭ずつ個別の訓練もなさいま
す。この御者は，何が最善かを知っている
ので，馬にとって，自分が正しく動いてい
ると知るためには，御者の指示に従順に
従うしかないのです。

では，祖父は何を引き具とくつわにたと
えたのでしょうか。当時も，そして今もそ
う思っていますが，祖父はわたしに聖霊の
促しに従うようにと教えていたのです。祖
父の心の目には，その引き具とくつわは霊
的なものでした。良く調教された 2 頭の
従順な馬は，御者が手綱で優しく合図す
れば，御者の望みどおりに動きます。この
優しい手綱は，静かな細い声のようなもの
で，主がわたしたちに語りかけるときにお
使いになる方法です。主は選択の自由を

尊重されるので，主の手綱は決して強制的
なものではありません。

御
み

霊
たま

の優しい促しを無視する人々は，あ
の放

ほう

蕩
とう

息子が学んだように，不従順と放
蕩な生活から当然生じる結果から学ぶこ
とになります。あの放蕩息子は，不従順か
ら生じる当然の結果を経験してからやっ
と謙

けん

遜
そん

になり，「本心に立ちかえって」，父
の家へ帰るようにという御霊のささやきを
聞くことができたのです（ルカ15：11－
32 参照）。
祖父の教えは，御霊の優しい手綱を常

に受け止める用意をしておくようにという
ものでした。わたしがもし間違った方向へ
進むと，必ずその促しを受けることができ
ると，祖父は教えてくれました。そして，も
し御霊の導きを受けて決定をするならば，
何か重大な間違いを犯す恐れもなくなると
いうことを教えてくれました。

ヤコブの手紙 3 章 3 節にはこう述べら
れています。「馬を御するために，その口
にくつわをはめるなら，その全身を引きま
わすことができる。」

自分の霊のくつわに対して敏感になる
必要があります。主の手綱のかすかな促

しにも，喜んで進路を完全に変える必要
があります。人生で成功を収めるために
は，自分の霊と肉体の両方が一致して，主
の戒めに従順に従って生活できるように
訓練する必要があります。もし聖霊の優
しいささやきに耳を傾ければ，聖霊の助け
により，天の御父と住むことができるよう，
わたしたちの永遠のふるさとへ戻れるよう
導くという目的において，自分の霊と肉体
を一致させることができるのです。

信仰箇条の第 3 条は，従順の大切さに
ついて教えています。「わたしたちは，キ
リストの贖

しょく

罪
ざい

により，全人類は福音の律法
と儀式に従うことによって救われ得ると信
じる。」

祖父が教えてくれた 2 頭の馬のたとえ
のように，従順になるためには，特別な信
頼が必要です。それはすなわち，御者に
対する絶対的な信仰です。ですから，祖
父の教えは，福音の第一の原則であるイエ
ス・キリストを信じる信仰とも関わりがあ
るのです。

使徒パウロは，「さて，信仰とは，望んで
いる事がらを確信し，まだ見ていない事実
を確認することである。」（ヘブル11：1）
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と教え，アベル，エノク，ノア，そしてアブラ
ハムの例を用いて，信仰について教えてい
ます。パウロは忠実な者の父アブラハム
の例を強調してこう述べています。
「信仰によって，アブラハムは，受け継ぐ

べき地に出て行けとの召しをこうむった
時，それに従い，行く先を知らないで出て
行った。

信仰によって，他国にいるようにして約
束の地に宿り，……

信仰によって，サラもまた，年老いてい
たが，種を宿す力を与えられた。約束をな
さったかたは真実であると，信じていたか
らである。」（ヘブル11：8－ 9，11）

わたしたちは，アブラハムとサラの息子
のイサクを通じて，一つの約束がアブラハ
ムとサラに与えられたことを知っています。
それは，「天の星のように，海べの数えが
たい砂のように」繁栄するという約束でし
た（12 節参照；創世 17：15−16も参照）。

そして，アブラハムの信仰は，わたしたち
が想像もできないような方法で試されたの
です。

わたしはこれまで多くの機会にアブラハ
ムとイサクの物語について熟考してきまし
たが，アブラハムの忠実さと従順さについ
て完全に理解できてはいません。恐らく，
アブラハムがある日の朝早く，信仰深く荷
造りをして家を出る光景を想像はできるか
もしれません。しかし，どうやって，息子
のイサクを従えて，3日の行程を，モリヤの
山のふもとまで行くことができたのでしょ
うか。どうやって燔

はん

祭
さい

のための薪
たきぎ

を山の
上まで運んだのでしょうか。どうやって祭
壇を築いたのでしょうか。どうやってイサ
クを縛り，祭壇に横たえたのでしょうか。
イサクに自分がささげものなのだというこ
とをどう説明したのでしょうか。そして，
息子を殺すために刃物を上げる力をどう
やって得たのでしょうか。アブラハムはそ

の信仰によって，あの奇跡の瞬間まで神の
導きに厳密に従う力が与えられていまし
た。そしてその時，御使いが天からアブラ
ハムを呼び，つらい試験に合格したことを
アブラハムに告げたのです。そして，主の
天使はアブラハムの聖約に伴う約束をもう
一度繰り返しました。

わたしはイエス・キリストを信じる信仰
を持つに当たって様々なチャレンジがあ
り，従順になることが難しい人もいること
も承知しています。わたしは長年の経験
から，馬も一頭一頭それぞれ違う個性を
持っていて，調教しやすい馬もいれば，難
しい馬もいることを知っています。人の多
様性ははるかに大きいです。わたしたち
一人一人は神の息子娘であり，前世でも現
世でも一人一人異なった経験をしていま
す。従って，万人向きの解決策などはほと
んどありません。ですから，わたしは人生
というものが試行錯誤の連続であり，最も
大切なことは，福音の第二の原則，すなわ
ち悔い改めが絶えず必要であるということ
を十分に認識しています。

また，わたしの祖父が生きていた時代
は，善悪の選択に関しては，もっと単純な
時代でした。極めて知性が高く，洞察力
に優れた人々の中には，もっと複雑になっ
た現代は，もっと複雑な解決策が必要で
あると考えている人々がいるかもしれませ
んが，わたしにはその主張が正しいとは思
えません。わたしが考えるに，むしろ，今

こん

日
にち

の複雑さを解くには，善悪の違いを知
るためにはどうしたらよいかと尋ねた素朴
な質問に祖父が答えてくれたようにもっと
単純さが必要であるということです。わた
しが今

き ょ う

日お伝えしているのが単純な公式
であると分かっています。しかし，その公
式は，わたしにとって非常にうまく機能し
ていることを証

あかし

します。ですから，わたし
は皆さんにお勧めします。むしろ，わたし
の言葉を試してみるよう皆さんにチャレン
ジします。皆さんがそうするならば，わた
しの言葉は，様々な選択肢がありすぎると
きに，何を選択すべきかを明確に示し，学
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与えられるであろう。」1

少年はこの言葉を何度も何度も思い巡
らします。暗黒にかすかな光が差します。
これが答え，すなわち，混乱と暗闇から抜
け出る方法なのでしょうか。こんな簡単な
方法なのでしょうか。神に願い求めれば
応えていただけるのでしょうか。ついに少
年は，神に願い求めるか，それとも暗闇と
暗黒の中にとどまり続けなければならな
いか決めます。

少年は知りたくてたまりませんが，目立
たない隅の方に走って行ってそそくさと祈
りを済ませたりはしません。まだ 14 歳で
すが，早く知りたいとはいえ軽率なやり方
で尋ねたりはしないのです。これは，どん
な祈りでも同じです。少年はどこに行って
いつ尋ねるかを決めます。神と話す用意
をするのです。

そして，その日が来ます。それは1820 年
の早春，美しい晴れた日の朝のことです。2  

近くのひっそりとした，木々が高くそびえ
立っている林の中へ，独りで歩いて行きま
す。前もって決めておいた場所に着くと，
ひざまずいて心の願いを述べます。

次に何が起こったかを，少年は次のよう
に描写しています。
「わたしは自分の真上に，太陽の輝きに

も勝って輝いている光の柱を見た。そし
て，その光の柱は次第に降りて来て，光は
ついにわたしに降り注いだ。

……そして，その光がわたしの上にとど

七十人
ローレンス・E・コーブリッジ長老

最初の示現

少年が聖書を読み，聖文の中のあ
る聖句に目を留めます。これ
が，世界を変えることになる瞬

間です。
この少年は，自分を真理と救いに導くこ

とができるのはどの教会か，知りたくてた
まりません。ほとんど全てのことを行った
後，今度は，聖書を手に取り，次の言葉が
目に入ります。「あなたがたのうち，知恵
に不足している者があれば，その人は，と
がめもせずに惜しみなくすべての人に与え
る神に，願い求めるがよい。そうすれば，

預言者ジョセフ・スミス
ジョセフ・スミスにあふれるほど注がれた啓示により，彼が確かに
神の預言者であったことが分かります。

識ある人々や自分は賢い人間だと思ってい
る人々を混乱させている問題に対して，単
純な答えを示してくれることを約束します。

従順とは，受け身的であり，よく考えず
に権威者の指示や命令に従うことである
と考えることが往々にしてあります。実際
は，従順とは最高の権威者である神の知
恵や力を信じる信仰が現れたものに他な
りません。たとえ息子を犠牲にささげるよ
う命じられても，アブラハムが神を信じる
揺るぎない信仰と従順さを行動で示した
とき，神はアブラハムを救われました。同
様に，わたしたちが従順によってわたした
ちの信仰を行動で示すときに，神は最終
的にはわたしたちを救ってくださるのです。

ひたすら自分自身にのみ頼り，自分自身
の欲望や性向にのみ従おうとする人々は，
神に従い神の知恵と力と賜

たま

物
もの

に依
よ

り頼む
人々と比較して，大きな制限を受けます。

「己というものだけで包まれている人は小
さな包みにしかならない」という言葉があ
ります。力強く，積極的な従順というもの
は，弱さや受け身とは無縁です。それは，
神を信じるわたしたちの信仰を宣言する
手段であり，わたしたちが天の力を受ける
ための資格です。従順は一つの選択です。
それは，自分の限られた知識や力に頼る
のか，それとも，神の無限の知恵や力に頼
るのかの選択です。祖父の教えに従え
ば，それはわたしたちの口に霊のくつわが
はめられていることを感じ，御者の導きに
従う選択をすることなのです。

わたしたちがその忠実さと回復された福
音の儀式を受けることにより，アブラハム
の聖約を受け継ぐ者となり，その子孫とな
ることができますように願っています。皆
さんに約束します。主に忠実で従順な者
は皆，永遠の命の祝福にあずかることが
できるのです。イエス・キリストの御

み

名
な

に
より，アーメン。■


